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2017 年度 法哲学ゼミ                       2017.5.24 

 

高齢者の交通事故 

佐藤碧 石渡満里絵 田中裕貴 

 

論点 
 
日本は、世界一の高齢社会です。 

２０１５年の７５歳以上の人口は１６４１万人、総人口の１２.９%にあたります。高齢

者人口は増加を続け、２０６０年には７５歳以上人口が総人口の２６.９％となり４人

に１人が７５歳以上という社会になります。 

そんな中、高齢者ドライバーによる交通事故は大きな問題となっています。 

国や自治体が運転免許証の自主返納の呼びかけや、高齢者向けの免許証更新の試験・講

習を行っているものの、彼らによる事故は後を絶ちません。高齢者人口が増えれば、更

に被害が大きくなると予想されます。 

そこで、７５歳以上の人の運転免許証は強制的に回収する、という法案が提出されまし

た。あなたはこの法案に賛成か反対か。 

なお、交通インフラが乏しく、車がなければ生活が難しい地域の対象者には、次のよう

な措置をとることとする。 

・ポケベルが配布され、時間・場所を問わずタクシーを呼ぶ事が出来る。 

・タクシー・バス・電車などあらゆる交通機関を通常料金の半額で利用出来る。 

 

＊自動車の年間維持費は一般的に、軽自動車は 356,885 円、普通車は 474,975 円かか

る。 
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１．交通事故の現状 
 
・交通事故発生件数・死者数及び負傷者数 

平成 27 年中の交通事故発生件数は 53 万 6,899 件で，これによる死者数は 4,117 人，負

傷者数は 66 万 6,023 人であった（死傷者数は 67 万 0,140 人）。 

 

 

・状態別（交通事故死者数） 

歩行中（1,534 人，構成率 37.3％）が最も多く，次いで自動車乗車中（1,322 人，構成

率 32.1％）が多くなっている。 

交通事故負傷者数を状態別にみると，自動車乗車中（442,319 人，構成率 66.4％）が最

も多い。 
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・年齢層別（交通事故死者数） 

高齢者（2,247 人）が最も多く，中でも 75 歳以上が 36.1%を占めている。高齢者の死者

数は前年に比べ増加し，死者数のうち高齢者の死者数が占める割合は 54.6％と過去最

高となっている。 

一方，15 歳以下の子供の死者数は 80 人と，構成比は他の年齢層と比較して最も少なく

なっているが，登下校中の事故等社会的反響の大きい交通事故がいまだに後を絶たず，

子供を交通事故から守る観点からの交通安全対策が一層求められる。 

 

 

・状態別（高齢者の交通事故死者数） 

歩行中がほぼ半数（47.6％）を占め，次いで自動車乗車中（28.4％），自転車乗用中（16.6％）

の順に多い。自動車乗車中の事故死者数については、昨年は 638 人で前年比+38 人。 
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・原付以上運転者の法令違反別・年齢別交通志望事故件数（構成率） 

高齢運転者は、他の年齢層に比べて、運転操作不適（ブレーキやハンドル操作の不適）

による死亡事故の割合が多い。 

 

 

・自動車又は原動機付自転車運転者（第１当事者）の年齢層別免許保有者 10 万人当た

り死亡事故件数の推移 

自動車又は原動機付自転車の運転者が第 1 当事者となる交通死亡事故件数（免許保有者

10 万人当たり）を年齢層別にみると，16～19 歳，80 歳以上が他に比べ多くなっており，

平成 27 年中については，16～19 歳（14.4 件）が最も多く，次いで 80 歳以上（13.3 件）

が多くなっている。 
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２． 高齢者ドライバーによる事故 
 

・10 月 28 日 神奈川県横浜市・87 歳 

集団登校する小学生の列に軽トラックがつっこみ、小学1年生の男の子1人が死亡、

7 人が怪我をした。運転手は「事故のことを覚えていない」と答えたという。 

 

・11 月 10 日 栃木県下野市・89 歳 

病院の正面玄関近くに乗用車が突っ込み、89 歳女性が頭など強く打ち死亡。また

車を避けようとして転倒した 85 歳女性が骨折するなど 2 人が怪我。運転していた

84 歳男性も骨折の疑いがあるという。 

 

・11 月 12 日 東京都立川市・83 歳 

病院の駐車場を出る際に車が急発進し、バーを折り飛び出して縁石を乗り越え歩道

を歩いていた 30 代の男女をはね死亡させた。アクセルとブレーキを間違えたので

はないかとみられている。 

 

・11 月 13 日 東京都小金井市・82 歳 

自転車で横断歩道を通行中の女性が、左折してきた乗用車にはねられ死亡。 

 

・11 月 13 日 千葉県長南町・81 歳 

横断中の 85 歳男性が乗用車にはねられ死亡。81 歳の運転手は「お互いによけよう

としたが、よける方向が同じでぶつかった」と供述。 

 

・11 月 14 日 茨城県つくば市・60～70 代 

軽トラックと軽乗用車が出合い頭に衝突、横転した軽乗用車は走行してきた軽ワゴ

ン車と衝突し 1 人死亡 4 人負傷。5 人はいずれも 60～70 代。 

 

・11 月 14 日 京都府京丹後市・67 歳 

81 歳女性が 67 歳女性の運転する車にはねられた。女性は反動で対向車線に飛び出

しもう 1 台の車にはねられ、死亡した。 
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・11 月 18 日 大阪府貝塚市・68 歳 

道路を横断していた 80 歳女性が、直進してきた軽乗用車にはねられ死亡。運転者は「ブ

レーキをかけたが間に合わなかった」と供述 

 

・11 月 20 日 埼玉県所沢市・75 歳 

路上を歩いていた 74 歳男性が 75 歳が運転する乗用車にはねられ、頭などを強く

打って死亡した。 

 

・11 月 21 日 東京都八王子市・75 歳 

交差点で停車していた乗用車に 75 歳男性の運転する乗用車が追突。さらにもう 1

台の乗用車とも接触し 12 人が搬送。 
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３．高齢者交通犯罪の原因 
 

○高齢運転者による交通事故の原因 

違反別にみた交通事故発生状況 

高齢運転者が関与した交通事故のうち高齢運転者側の違反をみると、安全不確認（構

成率 30.7 パーセント）が最も多くなっている。 

 
警視庁交通総務課統計 

 

高齢運転者の人的要因別にみた交通事故発生状況 

高齢運転者が関与した交通事故のうち高齢運転者の人的要因をみると、脇見や考え事を

していたことなどによる、発見の遅れ（構成率 66.9 パーセント）が最も多くなってい

る。 

 
警視庁交通総務課統計 

（注記 1）高齢者が第 1、第 2当事者となった事故の合計件数。 

（注記 2）構成比の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が 100％にならない

ことがある。  
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○なぜ高齢運転者は交通事故を起こしやすいのか？ 

 

●ドライブシミュレーターを使った実験（名城大学 中野倫明教授） 

対向車の切れ目を見計らって交差点を右折する際、迫ってくる対向車と衝突するまで、

何秒の余裕があるかを計測した。若者の平均は 1.9 秒。これだけの余裕があれば、安

全に右折することができる。 

その一方で 70 代の高齢者の場合、衝突までの余裕は平均 1.2 秒。若者に比べ、僅か

0.7 秒の差。 

しかしこれを距離に置き換えると、対向車が 12 メートルも近くなってから右折して

いることになる。一歩判断を誤ると、事故につながる距離である。 

 

 

●高齢になると、運動能力のどの点が衰えてくるか？（立正大学）所正文教授 

 

①目の老化現象（理想は 90 度で、それが 60 度に） 

 

運転に必要な情報の 80％ぐらいは、目を通して摂取するといわれている。 

真正面を向いて、片目で、左右 90 度の範囲で物が見えることが望ましいけれども、65

歳を超えると、残念ながら 60 度ぐらいに狭まってしまう人が多い。 

よって、交差点での見落としなどにつながる。 

 

②反応動作に関する特性 

単純な作業課題であれば、それほど若い人と比べて大きな反応時間の遅れ等はないが、

複数の作業課題を同時に扱うなんていう場合に、非常に問題が生じる。 

（歩行者や信号など、いろいろなものを同時に確認するなど） 

よって、エラーが出たり、時間がかかったりする。  
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③運転能力に関する過信と、自信の持ち過ぎ 

 

事故を回避する自信があるかという年代別データ。60、そして 70、75 歳以上でぐっと

増え、75 歳以上では、実に 53％に達している。 

今まで自分の経験を重視して大きな事故に遭わなかったために、交通規則よりも自分の

経験則を重視してしまっている。 

交差点では当然一時停止をしなくていけないが、徐行で済ませてしまうなど、高齢者の

場合一時停止違反が非常に多い。それにより、交差点での事故につながってしまう。 

 

 

○高齢運転者による交通事故対策の現状 

 

●運転免許自主返納と「運転経歴証明書」 

 

 運転免許を返納し、5 年以内に申請すると、「運転経歴証明書」の交付を受けるこ

とができる。「運転経歴証明書」は過去の運転経歴を証明するもの。運転免許を返

納した日からさかのぼって 5年間の運転に関する経歴を証明する。 

 平成24年4月1日以後に交付された運転経歴証明書は、交付後6か月を超えても、

運転免許証と同様に身分証明書として用いることができる（例 銀行口座の開設、

住民票の写しなど）。 

 「運転経歴証明書」を提示することにより、高齢者運転免許自主返納サポート協

議会の加盟店や美術館などで、様々な免許返納特典を受けることができます。 
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●免許自主返納の特典例 

各都道府県では、高齢者運転免許自主返納サポート協議会が発足され、運転免許経歴

証明書を持っている方に様々な特典が用意されています。運転免許経歴証明書を提示

することで特典サービスを受けることができます。 

・バス、タクシー、鉄道の運賃割引 

・商業施設サービスの割引 

・引越し料金割引        など 

 

 

○対策の効果は？ 

 

●高齢運転者による免許の自主返納率 

高齢者ドライバーの免許自主返納は年々増加し、平成 27 年の運転免許自主返納総数で

は、285,514 件になる。平成 18 年から比べると約 10 年で 10 倍以上に増えている。 
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しかしその一方で… 

平成 28 年末の運転免許保有者数 

65 歳以上 17,680,387 

70 歳以上 9,771,844 

75 歳以上 5,129,016 

80 歳以上 2,090,046 

 

75 歳以上の高齢運転者を見ると、現在も 500 万人以上いる。 

 

 

●平成 28 年 都道府県別 75 歳以上の運転免許返納率 

 

都道府県で最も返納率が高かったのは大阪府で 5.81％、東京都が 5.79％、静岡県が

4.46％と都市部が上位を占めた。面積の広い北海道は 2.31％で 42 位、三重県は 1.93％

で最も低かった。 

 

①大阪府 

返納率トップの大阪府では、589 事業所、1842 店舗が免許返納に特典を与えている。

府の担当者は「公共交通機関が発達しているのに加え、特典の多様性が返納の後押しに

なっている可能性がある」と分析する。 

 

②岡山県 

岡山県では、免許を自主返納すると、県内の協賛店でサービスが受けられる「おかやま

愛カード」が好評だ。 

例）買い物をした荷物を無料で配送するサービス。 

  県内に１４店舗を展開するスーパーの協力で実現。 
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③三重県 

返納率が最も低かった三重県。南北に長く、来る前の依存度が高いことが原因と考えら

れる。その三重県も今年 2 月、「運転免許証自主返納サポートみえ」を発足させた。約

20 の事業者が参加し、温泉利用料の割引などの特典を設けた。 

地域の足は厳しい状況が続く。国土交通省によると、2000 年度以降、全国で 39 路線の

鉄道が廃止。乗り合いの路線バスは 2007 年度以降に計 1 万 3 千キロ相当の路線が廃止

になった。バス停が 500 メートル以内、駅が 1 キロ以内にない公共交通機関の空白地

域は、国内の可住地の 3 割に及ぶ。自家用車に代わる高齢者の移動手段は、地域差が大

きい。 

近年注目されているのが、運転支援技術と自動運転だ。事故減少と高齢者の社会参加の

両立が望まれる。 

 

 

○平成 29 年 3 月 12 日から実施されている新しい対策 

 

●新しい対策①：高齢運転者（70 歳以上）の運転免許更新手続きの改正 

75 歳未満の方については、高齢者講習の合理化が図られ、時間短縮。 

また、75 歳以上の方については、認知機能検査の結果に基づいて、より高度化又は合

理化が図られた、内容や時間等の異なる更新時の高齢者講習が実施されることとなりま

す。 
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（注記）認知症のおそれがある方は、後日、臨時適性検査を受け又は医師の作成した診

断書を提出するものとされ、検査結果等により認知症と判断された場合は、運転免許の

取消し又は停止となる。 

 

●新しい対策②：臨時認知機能検査制度の新設 

75 歳以上の運転免許を持っている方が「認知機能が低下した場合に行われやすい一定

の違反行為（18 基準行為）」をした場合、臨時の認知機能検査を受けることとなる。 

 

 

＜18 基準行為＞ 

①信号無視 ②通行禁止違反 ③通行区分違反 ④横断等禁止違反 ⑤進路変更禁止

違反 

⑥しゃ断踏切立入り等 ⑦交差点右左折方法違反 ⑧指定通行区分違反 

⑨環状交差点左折等方法違反 ⑩優先道路通行車妨害等 ⑪交差点優先車妨害  

⑫環状交差点通行車妨害等 ⑬横断歩道等における横断歩行者等妨害等 

⑭横断歩道のない交差点における横断歩行者等妨害等 ⑮徐行場所違反  

⑯指定場所一時不停止等 ⑰合図不履行 ⑱安全運転義務違反 

 

 

新しい対策①は、「認知機能が低下しているおそれがある方」でも、運転免許の更新が

でき、 

新しい対策②では、違反行為後に検査をするので未然に防いでいない面がある。 
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○なぜ高齢者は運転したいのか？ 

 

●運転免許自主返納による悪循環 

 

①病院や買い物に行けなくなる 

車を手放すことで今まで一人で行っていた場所に行くのが困難になる。例えば、病院や

買い物など。公共交通機関が整っている都会はいいが、田舎になればなるほど車がない

と非常に不便。実際に交通機関が発達してない地域では免許返納率が低い。 

 

②家族の負担が増す 

認知症が進んでいたり、体が痛く歩くことに支障がある場合、歩いていくのは難しく、

公共交通もほとんどないため、家族に頼らざるをえない。免許自主返納によって家族が

病院に連れて行ったりするケースもあり、家族の負担が増す。 

 

③判断力が衰える 

車を運転する機会がなくなることで外に行きたい意欲がなくなり、引き籠ってしまう場

合がある。また、運転しないことで記憶力や判断能力が欠如し認知機能の低下が早くな

る恐れもある。 
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４．他国の交通問題 
 
○諸外国の交通事故発生状況 

 
国際道路交通事故データベース（IRTAD）がデータを有する３０か国について，人口１

０万人当たりの死者数を比較すると，我が国は７．０人（２００３年）であり，第６位

に位置している。 

我が国は，スウェーデン（２位），イギリス（４位）等と並び，上位に位置している。

各国とも交通安全対策には積極的に取り組んでおり，それぞれ交通事故死者数の減少に

向けて努力している。 
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概況 

 
 主な欧米諸国（アメリカ，ドイツ，イギリス，フランス）の交通事故死者の推移をみ

ると，ドイツ，イギリス及びフランスは，ドイツの統一前後の一時的増加をのぞき，お

おむね減少傾向にあるのに対し，アメリカは，増加ないし横ばい傾向にある。 

 

 

 

○自動車保有台数及び自動車走行キロメートル当たり交通事故死者数の状況 

  

我が国と欧米諸国の自動車１万台当たりの交通事故死者数の状況を見ると，アメリカが

１．８９人と最も多く，我が国は他の欧米諸国とほぼ同程度である。また，自動車走行

１億キロメートル当たりの交通事故死者数についてみると，我が国が比較的多い。 
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○状態別交通事故死者数の状況 

          

我が国と主な欧米諸国（アメリカ，ドイツ，イギリス，フランス及びスウェーデン）の

状態別交通事故死者数の状況を見ると，我が国は乗用車乗車中の死者数の構成率が低く，

歩行中死者数の構成率が高い。イギリスは，歩行中死者数の構成率が我が国に次いで高

い。一方，スウェーデン，フランス及びドイツは，乗用車乗車中の死者数の構成率が高

い。また，アメリカは，乗用車乗車中とその他で，死者数の８０％程度を占めている。 

 

 

 

○年齢層別交通事故死者数の状況 

 

我が国と主な欧米諸国（アメリカ，ドイツ，イギリス，フランス及びスウェーデン）の

年齢層別交通事故死者数の状況を見ると，主な欧米諸国では，１５～２４歳の年齢層の

構成率が我が国よりも高く，１５～２４歳の年齢層の人口構成率を１０～１４ポイント

近く上回っている。我が国は，６５歳以上の年齢層の構成率が際立って高い。 
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以上のグラフを見ると、アメリカが交通事故が多いとわかる。 

 

アメリカのメディア「Consumer Reports」によると、昨年 1 年間で 1400 万人ものアメ

リカ人が、65 歳以上のお年寄りによって引き起こされた事故に巻き込まれたそうであ

る。 

これは、飲酒運転による事故よりもはるかに多い数字だと報じている。 

  

  

誰が高齢者に忠告すべきか？ 

 

おそらく多くの人が自分の両親の運転免許証を取り上げることをためらう。 

アメリカの調査会社は、「誰が高齢者の運転を辞めさせるべきか？」という質問を 18〜

64 歳までの人にランダムに電話で質問した。 

この調査結果によると、最も多かった解答が「医師」。 

29%の人が、医師が高齢者の運転を辞めさせるべきだと答えた。  



 20 

続いて多かったのが、「政府」で、23%。 

また、16%の人が高齢者自ら運転を辞めるべきだと解答している。 

  

お年寄りは家族の忠告を待っている？ 

 

一方、この調査では、65 歳以上のお年寄りを対象に、「誰かから、もう運転は辞めなさ

いと言われたいか？」という質問をしている。 

この調査の結果によると、約 3 分の 1 のお年寄りが、「家族から運転を辞めるようにと

言われたい」と解答したそうである。 

そして、次に多かったのは、「自ら」で 26%であった。 

 

 

 

○他国の交通対策 

イギリス 

 

市内のあちこちに監視カメラが設置され、駐車違反やスピード違反が厳しく監視されて

いる。そして、違反者に対しては、当然罰金が科され、納付が遅れれば、次々に延滞金

が加算されます。また、住宅街の道路は、一定間隔ごとにこぶ状に盛り上がり、あるい

は、道路中央に２本のポールが立ち一方通行とし、スピードを出せない構造にしてある。  

運転免許は 70 歳まで有効で、70 歳のとき、もし、病気や怪我で運転免許を持つことが

不都合な場合には自己申告する義務を生ずる。 

健康が運転に支障がなく、運転免許を中断する恐れがないと自己申告をした場合、3年

間有効の免許証を無料で発行される。この手続きは運転をやめるまで 3年毎にする必要

がある。 

運転に支障がある場合の病気の申告は、約 24 項目ほどの質問にチェックする方式で行

われる。それぞれの質問は運転を妨げる特別な状態に相当するもので、DVLA が医学検

査を必要と警告する場合のものである。 

イギリスの結果では、運転免許を放棄する割合は 10 年毎に 75－79 歳で５％、80－84

歳で５％85 歳以上で１３％程度(男性)となっている。90 歳で男性は３８％が放棄して

いる。 

  

  



 21 

ドイツ 

 

自動車と路面電車が遭遇する場面では、基本的に路面電車に優先権が与えられている。

自動車を優遇する日本の交通社会に馴染んでいる我々からすれば、自動車に対して大変

厳しい姿勢がとられている。 

 ドライバーに対して、年齢を問わず、厳しい条件が課されているため、これを超える

ことが難しいと自ら感じたときには、静かに身を引いていると言える。老化現象には個

人差があり、80 歳を超えても運転が可能な人もいるが、60 歳代でも運転断念せざる得

ない人もいる。そのため、日本で実施されているような、年齢による一律の講習会実施

は欧州社会には馴染みにくくなっている。 

 

欧州社会では、高齢者は自分自身が危険と感じたら自主的に運転免許を手放す人が多い。

そして、自主返納へと導く社会環境が整っている。 

その大前提として、交通社会において、自動車が決して優遇されていないことがあげら

れる。歩行者、自転車、公共交通機関、そして自動車は、交通参加者として対等なので

ある。欧州の先進地域では、走る凶器にもなる自動車に対しては、厳しい条件が課され

ている。 

さらに、欧州の地方都市の場合、一定の公共交通機関が整備されているため、運転を断

念しても、高齢者にとって、その後の生活にあまり不便が生じないようである。この点

は、日本の地方都市との大きな違いだ。 

 

 

中国 

 

中国では、中華人民共和国道路交通安全法条例や中華人民共和国機動車運転証管理弁法

により定められており、18 歳以上（大型客車と無軌道電車は 21 歳以上）で取得できる

が上限が設けられており取得できるのは60歳まで（大型客車と無軌道電車は45歳まで、

大型貨物は 50 歳まで）となっている。70 歳以上は免許取り消しとなる。 
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